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2022年度
連結売上高

2兆円突破

売上高の推移 2014年度
連結売上高

1兆円突破2005年度
連結売上高

5,000億円突破

2030年度
連結売上高目標

10兆円

HDD用モータで
世界一に
　1983年、HDDがメモリーとして採用された初めてのビジネ
ス用のパソコン（PC）が米国で発売されました。高速処理が可
能で人気を博したため、HDDの需要は拡大しました。1979

年から8インチ型、1981年から5.25インチ型HDD用モータを
生産していた当社はその後のPCの小型化に伴い、1984年に
は3.5インチ型、1988年には2.5インチ型HDD用モータの生
産を開始しました。1989年3月、HDD用モータで競合してい
た信濃特機を買収し、世界シェア9割を獲得しました。1998

年9月には東京証券取引所市場第一部（現：プライム市場）へ
の上場を果たしました。

M&Aで世界の 
総合モータメーカーへ
　2014年に中央モータ基礎技術研究所（現：ニデック新川崎
テクノロジーセンター）を、2015年には生産技術研究所（現：
ニデックけいはんなテクノロジーセンター）を設立し、モータ
の基礎研究とものづくりの技術革新を実現する体制を確立し
ました。HDDの世界出荷台数は2010年に過去最高の約6億
5,000万台に達した後、減少に転じ、2023年には約8割減の1

億2,000万台となりました。HDD用モータ需要の減少を背景
に、当社は車載や家電・商業・産業用事業へ成長の軸足をシ
フトすべく、これらの事業に強みを持つ企業のM&Aを積極的
に行いました。その結果、当社は超小型から大型まであらゆ
る分野で使われるモータを供給する総合モータメーカーへと
成長しました。

環境変化に力強く適応する 
成長企業へ
　2023年7月に当社は創業から50周年を迎えました。これに
伴い、2023年4月からグループ傘下の企業を含めて「NIDEC」
を冠した社名に変わりました。幅広い分野で様々な技術を持つ
NIDECグループ各社の強みを上手く組み合わせ、新しい機能や
価値を生み出す活動を行っていきます。2024年4月には社長
執行役員の岸田光哉をCEOとする新経営体制を開始し、7月に
は2030年度売上高10兆円を目指す計画を発表しました。当社
は持続可能な社会を実現するための17の目標（SDGs）へ積極
的に関わり、「ESG経営で評価される企業に！」を主要戦略の1

つと定め、持続可能で豊かな社会の実現へ寄与していきます。

M&Aによる成長の歴史
　1995年頃、HDDの高容量化に伴いモータの回転精度向上
が必要となり、FDBを使用する研究が行われました。しかし当
時はFDBを量産するベアリングメーカーがなかったため、当
社がFDBの開発・生産に乗り出しました。1997年のトーソク
や京利工業、翌年のコパルなど必要な技術を持つ企業を買収
し、2000年からFDBを使用したHDD用モータの量産を開始。
その結果、高い市場シェアを獲得しました。
　FDBを取り入れたHDD用モータの成功が当社にとって重要

であった一方、万が一の失敗に備え、M&AによってHDD用
モータ以外の分野にも進出することで事業の多角化を図りま
した。1998年の芝浦電産や2000年のワイ・イー・ドライブは
家電・商業・産業分野へ進出する足掛かりとなりました。パ
ワーステアリング用モータについては参入障壁が高く、顧客層
が拡大できずにいましたが、2006年に仏ヴァレオのモータ部
門を買収することで商流が広がりました。

　HDD市場の減少を受け、当社はそれまで培ってきた技術を
活かして更に成長を目指せる車載、そして家電・商業・産業用
の分野においてM&Aを活用することで事業多角化を行いまし
た。車載においては、当社で生産する電動パワーステアリン
グ用モータとM&Aで獲得した技術である電子制御ユニット
（ECU）を一体化することで、小型・軽量化、騒音を最小限に
抑えられるパワーパックの開発が可能になっています。また、
2021年には歯車加工機の生産を得意とする三菱重工工作

機械（現：ニデックマシンツール）の買収を契機に、工作機械
分野に参入しました。歯車加工機は減速機の生産に欠かせな
い機械であり、この機械を作る技術を保有していることが当社
の減速機事業における競合優位性の一つになっています。事
業そのものの拡大だけでなく、シナジーを創出し、新たな価
値を生み出すことが当社のM&Aの強みの一つです。

HDD用モータ事業の強化と 
事業の多角化
　2001年、当社はニューヨーク証券取引所に上場しました
（現在は上場廃止）。ボールベアリングを流体動圧軸受（Fluid 

Dynamic Bearing、以下FDB）に置き換えたHDD用モータの
量産を2000年から行い、高い市場シェアを維持できたことで、
当社はHDD用モータメーカーとしてトップの座を不動のもの
にしました。同時に事業多角化も行いました。その一つとして
自動車用パワーステアリング用モータの開発に1995年に着手
し、2000年から量産を開始しました。現在は世界トップシェア
を誇ります。

1973年7月23日、永守重信（当時28歳）は「世界一になる」との思いのもと、
現取締役会長の小部博志を含む仲間3人と共に京都市西京区に日本電産株式
会社（現：ニデック株式会社）を設立し、小型ACモータの製造・販売で事業を
スタートしました。
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